
この１年を振り返って
～幼児教育センター ３大ニュース～

幼児教育センター長 小林 澄子

１ 幼稚園教育要領等に係る研修を実施しました！

４月から実施になる幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領

では、どの就学前施設にあっても幼児期に相応しい同一の教育が受けられるようにという趣旨の下、

３歳児以上の教育について共通化が図られました。ここで示された「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」は、幼児の見取りや保育の改善、また幼小接続にも生かすことができるものと捉え、今

年度様々な研修会で取り上げ、周知を図ってきました。「演習のお陰で１０の姿がやっと頭に入り

ました」とは、中堅教諭資質向上研修参加者からの感想です。小学校学習指導要領にも「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫すること」「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿との関連を考慮すること」と繰り返し記載されています。各園・所において

は改訂の趣旨を十分理解し、新年度の準備に当たって頂けたらと思います。

２ 関係各課・市町村との連携強化を図ることができました！

「夕やけ保育研修会」「子育ての支援者研修会」は、各地域に出向いて行うことで、少しでも多

くの先生方に参加して頂こうとするものです。そのためには、市町村教委等の御理解・御協力が不

可欠。今年度は13市町村で公民館や市役所等を会場として実施することができました。また、「幼

保こ小の接続に関するアンケート」実施に関しては、園・所・学校並びに義務教育課、学事法制課、

子育て・青少年課に御協力頂きました。現在、鋭意集計中です。分析結果と今後の改善策について

は、「幼児教育センターだより」等で発信して参りたいと考えています。

３ 県教育番組制作に協力しました！

平成29年10月17日に放送された「ぐんまの幼児

教育」、ご覧くださいましたか？

県生涯学習課に協力して、幼児教育に携わる先生方の思いや保育の質向上に向けた幼児教育セン

ターでの研修の様子、こども園の紹介と保護者の声 etcと、盛りだくさんの内容でお送りしました。
幸い好評を得ることができ、子どもたちのために頑張っている先生方の取組について、広く県民の

皆様に知って頂く機会になりました。御出演頂いた方々に、この場をお借りして御礼申し上げます。

ぐんま
幼児教育センターだより

第３１号

群馬県総合教育センター 幼児教育センター 平成３０年３月発行



 

 

  

平成２９年特別研修員５６名のうち２名が幼児教育に関する研究を行いました。幼児同士をつなぐ援

助を通した思いを伝え合える幼児の育成と、小学校が主体となった保育園との連携についての研究です。

日々の保育や幼保こ小の連携について、是非参考にしてみて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 特別研修員研修 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆特別研修員の研究に関するお問い合わせは、幼児教育センターにお願いします。 

ＴＥＬ ０２７０－２６－９２０３   ＦＡＸ ０２７０－２６－９２２２ 

◆特別研修員の研究内容等は、４月以降、総合教育センターのWebページに掲載されます。 

 ぜひ、ご覧ください。  

＜ トップページ ⇀教育研修員研修 ⇀教育研修員の報告書 ⇀平成２９年度 ＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 開 催 地 講 師 

子育て支援の現状と課題 
子育て支援の事例発表 

伊勢崎市 
関東短期大学   教授 森  静 子 氏 
みなかみ町地域子育て支援センター         渡部 かつ江 氏 

気になる幼児と 
その保護者への支援 

沼田市、高崎市、伊勢崎市
東吾妻町、太田市 

育英短期大学   教授 栗山 宣 夫 氏 
ＮＰＯ法人リンケージ  理事長 石川 京 子 氏 

音楽を取り入れた 
運動遊び・表現遊び 

伊勢崎市 大泉保育福祉専門学校  講師  仁井田 千寿 氏 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕やけ保育研修会 

家庭教育充実のための地域で取り組む 
子育ての支援者研修会 

○子育て支援の目的が理解できた。また参加したい。 

○事例発表は、写真も多く、たいへん参考になった。 

○他園の人と話す機会がないので、協議や意見交換ができて良かった。 

○キーワードや事例が多く、分かりやすかった。 

○子どもが何に困っているかを理解することが大事であることが分かった。 

○研修で学んだことを、他の職員と共有し現場で生かしていきたい。 

○支援はチームで取り組む重要性が理解できた。 

今後自園での取組を考えていきたい。 

○行事や活動から表現遊びにつなげる等、今後の保育に生かせる内容だった。 

参加者の感想 

 県内各所で、７回の研修会を実施しました。参加者は

３８３名でした。ご参加ありがとうございました。 

来年度の「夕やけ保育研修会」、「子育ての支援者研修会」の予定は、 

  幼教だより３２号（Ｈ３０．４月発行予定）でお知らせします。ご期待下さい！ 

【共通テーマ研修会「幼児の協同性を培う身体表現遊び」】 

（邑楽町、みなかみ町、渋川市） 

「幼児の心と身体をひらく～リトミックをとおして～」 

リトミック公認インストラクター 深澤 美佐子 氏 

【地域別研修会】（富岡市、藤岡市、中之条町、榛東村、館林市） 

○「幼保小接続を考える」 

 高崎健康福祉大学教授 髙梨 珪子 氏 

○「気になる幼児の理解と対応 

～ティーチャー・トレーニングをとおして～」 

 群馬大学医学部講師 十枝 はるか 氏 

 ○「こだわりの強い子とその保護者への対応」 

  小児科医 柳川 悦子 氏 

【特別講演会】（伊勢崎市） 

「乳幼児理解と保護者の援助の在り方」 

大阪総合保育大学教授 大方 美香 氏 

 今年度は９回の研修会を実施しました。 

のべ５３２名の方に参加していただきました。 

実際に動きながら指導のポイントを教

えていただけたので参考になった。 

園の遊びや体験が、

小学校の学習につな

がっていることが分

かり、いろいろな経験

を子どもたちにさせ

てあげたいと思った。 

社会の変化に応じ、家庭の背景

を見ながら子どもたちと接して

いく必要性があると思った。 

今年度の研修を振り返って 

参加者の声 

参加者の声 

参加者の声 


